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理事長山本義一一

　昨秋京都大会での長期計画シンポジウムは，いろいろ

の角度からの問題提起や参加者の活発な発言によって熱

気がこもり，なかなか興味があった．その中である中堅

技術者によるr地方では気象台にいろいろ要望や質問が

あるが，日常業務のかたわら新しい知識を吸収すること

が次第に困難となり，その結果社会の要求にも対処しえ

なくなりつつある．何か良い方法はないか」という趣旨

の発言が一寸気になった．このような事情に定員削減問

題もからんで，地方の気象技術者は何となく意気があが

らない風に感じられたからである．もし私のうけた印象

が事実ならば，国民の福祉のためにますます向上発展す

べき気象事業にとってゆるがせに出来ない問題と思われ

るので，このことに関し私見を述べてみたい．

　近年気象学は急速な発展をとげ，ますます細分化，精

密化の方向をたどり，専門の研究者といえどもその発展

の全貌をとらえることは困難になってきている．学会は

これに対処すべく研究ノート，天気に綜合報告等をのせ

て，気象学の最新の動向を伝えるのに努力しているので

あるが，まだ十分とはいえない．しかも学会はどちらか

というと学問としての気象に重点を置いている．

　一方気象学の進歩に伴ってその応用としての気象技術

も発展してきている．これはもとより気象学に基礎をお

いて，それと密接不離の関係になければならぬが気象技

術ということによって，気象学そのものではない筈であ

る．気象庁はこの気象技術によって国民に奉仕する官庁

であるが，わが国の気象庁では日常業務を逐行する組織

は一応整備されているが，気象技術を開発し実用化する

組織はまだ十分ではないように思われる．気象庁はもっ

と技術の開発を組織的に行なうことに力をそそぐべきで

あり，そのために，たとえば，気象技術開発部のような

組織を中央や管区気象台も設けることは出来ないもので

あろうか．気象研究所がこの役割を果すべきであるとい

う見解もあると思うが，多くの大企業等が関連する科学

技術の基礎的な研究をする研究所と並んで，基礎研究の

実用化のための研究所ないし組織をもっていることに鑑

みるならば気象研究所は前者に対応し，技術開発部は後
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者に対応することになり，気象庁のように大きな，そし

て独占企業ともいうべき機関にあっては両者が必要であ

ると思う．気象庁において新技術の開発，その実用化・

普及化の面が強化されるならば，おのずから気象技術者

の実力も向上し，技術者としての自信と誇りがもてるよ

うになるだろう．

　つぎに定員削減問題も気象技術者の志気低下の一因で

あると思う．われわれは国民の福祉向上の点から，気象

関係の定員削減は殊に不当であると確信するものであ

り，その意味において職組の反対運動に共感し，学会と

してもなすべき努力をしたのであるが，遺感ながら効果

をあげ得なかったことは御承知の通りである．しかしこ

の問題はあきらめずに可能なチャンネルを見出して関係

方面や社会に訴えるべきであると共に，他方現実的に定

員削減をキャンセルする方策として，気象庁は公害問題

に積極的に取組む姿勢を打出し，業務内容を豊富にし定

員増加をはかる方法をとれないものだろうか．もっとも

この方法は官僚の常套手段であり，既に諸官庁が公害問

題にことよせて膨大な人員と経費を要求し，その間に多

くの重複と無駄のあることが寧ろ憂慮されていると聞く

が，本来環境問題に最も関係の深い官庁の一つである気

象庁としては，その専門分野で公害問題の解決に積極的

に努力するのは当然果さねばならない義務であると信ず
る．

　日本学術会議は昨秋の第57回総会でr公害激化にあた

って科学・技術者に訴える」声明を出しているが，気象

学会会員もその趣旨を理解して，一人でも多く公害問題

に取り組んでいただきたいものである．もし学会員の間

にそのような機運が高まれば，気象分野として，より強

力に公害問題の解決に協力するための対策，組織等につ

いて学会としても構想を固めねばならぬと考え蕎．

　以上若干気象庁のあり方等にふれた面もあるが，これ

は行政上の経験に乏しく，気象庁についての情報にもう

とい立場にある者の見解であることは自らも認めるもの

である．
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